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10年目の節目にタスキがつながる
11月28日、直鞍一周駅伝競走大会が小竹町をスタート・ゴー
ルに行われました。鞍手町からは鞍手北中陸上部ＯＢ（Ａ）チー
ムと（Ｂ）チームの２チームが参加。結果は悲願の優勝です。
選手、スタッフ全員でつないだタスキが実を結びました。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
成
23
年
の
希
望
に
満

ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

鞍
手
町
に
と
り
ま
し
て
は
、
い
よ
い
よ
「
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
の
供
用
開
始
と
大
き
な
転
換
期

と
な
る
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

現
在
、
わ
が
国
は
慢
性
的
な
経
済
不
況
の
中
に

あ
り
、
政
権
交
代
な
ど
も
あ
っ
て
、
国
と
地
方
の

関
係
を
は
じ
め
と
し
て
、
国
際
社
会
の
平
和
と
安

全
に
対
す
る
新
た
な
脅
威
が
生
じ
る
な
ど
、
時
代

は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
私

た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
も
、
厳
し
い
財
政
事

情
を
は
じ
め
、
人
口
減
少
、
都
市
と
地
方
の
間
の

不
均
衡
、
地
球
規
模
で
の
環
境
問
題
、
高
度
情
報

化
の
進
展
、
人
権
や
教
育
問
題
等
々
、
数
多
く
の

課
題
に
直
面
し
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

こ
う
し
た
と
き
に
こ
そ
、
迅
速
か
つ
的
確
に
対

応
し
、
そ
の
責
務
を
果
た
す
の
が
行
政
を
預
か
る

者
の
任
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

昨
年
４
月
、
私
は
２
期
目
の
町
政
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
私
に
託
さ
れ
た
「
鞍
手
町

の
再
生
」
を
ひ
し
ひ
し
と
身
に
し
み
て
感
じ
、
町

長
の
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。こ

う
し
て
町
政
を
担
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の

も
、
ひ
と
え
に
町
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
関
係

各
位
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
賜
で
あ
り
ま
し
て
、

こ
の
機
会
に
改
め
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。

私
は
就
任
以
来
、
行
政
と
住
民
の
信
頼
関
係
の

構
築
を
念
頭
に
お
き
、「
第
４
次
鞍
手
町
総
合
計

画
」
に
掲
げ
る
「
地
域
に
力
を
」、「
人
に
感
動
を
」、

「
暮
ら
し
に
安
心
を
」、「
み
ん
な
で
町
を
つ
く
る
」

の
４
つ
の
柱
を
基
本
に
、
重
点
的
、
優
先
的
に
実

施
す
る
基
本
的
な
町
の
施
策
を
位
置
づ
け
、
町
民

の
皆
様
の
医
療
、
福
祉
、
教
育
、
安
全
な
ど
社
会

的
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
整
備
し
つ
つ
、
産
業

振
興
や
住
民
福
祉
の
向
上
に
向
け
て
各
種
事
業
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
懸
案
事
項
で
あ

り
ま
し
た
鞍
手
南
・
北
中
学
校
校
舎
の
耐
震
化
に

よ
る
教
育
施
設
の
安
全
確
保
を
実
現
す
る
と
と
も

に
、
安
全
で
お
い
し
い
水
道
水
を
供
給
す
る
た
め

の
高
度
浄
水
施
設
の
工
事
着
手
な
ど
、
安
全
・
安

心
の
町
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
施
設
整
備
に
も
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
地
方
分
権
や
少
子
高
齢
化
社
会
に

も
対
応
し
た
福
祉
の
向
上
や
生
活
の
安
定
に
向
け

た
、
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、「
第

４
次
鞍
手
町
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
や
限
ら

れ
た
財
源
や
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、
町
民
の

皆
様
が
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
、
新
た

な
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
で
き

る
よ
う
、「
第
５
次
鞍
手
町
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
」

の
策
定
な
ど
、
将
来
を
見
据
え
、
そ
の
基
盤
を
一

層
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
と
す
る
た
め
、
現
在
、
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
の
準
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
に
、
今
年
は
、
私
た
ち
が
待
ち
望
ん
で
お
り

ま
し
た
「
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
と
そ
の
「
ア
ク

セ
ス
道
路
」
が
開
通
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
え

る
基
盤
施
設
と
し
て
、
企
業
誘
致
、
住
宅
団
地
の

誘
致
、
商
工
業
の
振
興
な
ど
が
大
き
く
進
展
す
る

も
の
と
期
待
し
、
必
ず
や
鞍
手
町
は
飛
躍
す
る
も

の
と
信
じ
て
や
み
ま
せ
ん
。

今
後
も
、
時
代
の
変
化
や
改
革
の
潮
流
を
乗
り

越
え
な
が
ら
、
強
い
決
意
を
持
っ
て
、
町
の
可
能

性
を
最
大
限
に
活
か
し
、
常
に
心
は
豊
か
で
、「
安

全
・
安
心
」
で
活
気
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
実

現
に
向
け
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
協
働
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

な
に
と
ぞ
、
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

ま
た
、
新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
さ

ら
な
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す 

平
成
23
年  

元
旦 

年頭のごあいさつ

鞍手町長　柴田好輝
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人と人とのつながり
地域のつながりを大切に

◉予期せぬ自然災害には、救助隊よりもご近所さん
　いつ起こるか分からない地震などの自然災害。予測のできない災害が起こったときに、一番頼りになるのはご
近所さんです。平成７年の阪神・淡路大震災では、「隣人や友人に助けられた」という人が「救助隊に助けられた」
という人よりもはるかに多かったそうです。遠くの親類より近くの他人。救助隊よりもご近所さんなのです。

◉ご近所づきあいを見直そう
　このような自然災害には、日ごろから地域でのコミュニティ活動が活発な地域ほど「互助」が有効に働き、人
的な被害を最小限にくい止めることができます。地域コミュニティは、災害のときだけでなく、いろいろな場面
で役に立ちます。近年、人と人とのつながりがだんだん薄れてきたと言われますが、もう一度「ご近所づきあい」
を見直してみましょう。

◉地域コミュニティの核になるのは昔も今も区・隣組
　このような地域コミュニティの核になるのは、各地域で昔から組織されている区や隣組です。区・隣組では、
地域のためにさまざまな活動をしています。安全で安心な住みよいまちづくりのために区・隣組に加入しましょう。

◉区・隣組に加入するには…
　町では、区や隣組への加入を希望する人に区長さんを紹介しています。引っ越しなどで区長さんが分からない
ときなど、役場までご連絡ください。

地域コミュニティとは、地域住民が相互に交流し合う社会のことです。

＊＊　区・隣組の活動あれこれ　＊＊
●防犯灯の維持管理
犯罪のない明るく安全なまちづ
くりのため、町が設置している
防犯灯とは別に、区や隣組が費
用などを負担し、防犯灯の設置
や維持管理を行っています。

●防犯活動
非行や犯罪を未然に防ぐため、防犯協会と共に防
犯活動を行っています。また、児童たちの通学時
間帯などに交通安全活動を行うこともあります。

●環境美化運動
快適で美しいまちづくりのため、区域内の清掃
など環境美化活動に取り組
んでいます。子ども会が資
源回収活動を行っていると
ころもあります。 ●支え合いの活動

子どもからお年寄りまで、地域
のみんながお互いに見守り、支
え合い、地域福祉や青少年の健
全育成などの活動に取り組んで
います。

●情報の提供
回覧板や掲示板などで区・隣組の連絡を行った
り、県や町の広報紙、警察
などその他の機関からのお
知らせを配布したりするな
ど、生活に役立つ情報をお
届けしています。

●親睦活動
盆踊りや敬老会、子ども会など
地域の交流と親睦を深めていま
す。また、町などが主催するス
ポーツ大会などにも参加し、地
域同士の交流を深めています。

●地域課題の整理・対処
地域にある共通の問題への取
り組みや解決のための方策な
どを地域のみんなで話し合っ
ています。

鞍手町内には42の区があり、各地で地域の特色を生かしたユニークなイベント・活動が行われています。また、
地域の伝統を後世に伝えていくため、区・隣組に加入されているみなさんが先頭に立って取り組んでいます。

回覧板

地域コミュニティに参加しよう ●問い合わせ　鞍手町役場総務課庶務管財班
☎４２局２１１１番

３−2011.１



まちの話題 My Town Topics

　12 月５日、町立体育館で第 27 回鞍手町ラージボール卓球
大会が行われました。結果は次のとおりです。今年は 35 人
が参加、競り合うゲームが展開されました。（丸数字は順位。
敬称略）▼成績・男子シングルス　▽１位グループ＝①田仲
朗②舟越克己▽２位グループ＝①河野三郎②山本通昭▽３位
グループ＝①渡瀬　寛②鶴本　實▽４位グループ＝①古里満
②小島与壮　▼成績・女子シングルス　▽１位グループ＝①
林マチ子②渡瀬厚子▽２位グループ＝①小南和子②勝木桂子
▽３位グループ＝①田村益代②豊田国子　▼成績・ミックス
ダブルス　▽Ａパート＝①古里　満・渡瀬厚子②河野三郎・
小島与壮▽Ｂパート＝①原田喜世一・原田禮子②南川典範・
千崎博子▽Ｃパート＝①牧瀬信厚・田村益代②田川　修・小
南和子▽Ｄパート＝①山本通昭・舟越和子②林　琢人・勝木
桂子

決めは、スマッシュ
▶第 27 回鞍手町ラージボール卓球大会

　11 月 28 日、直鞍一周駅伝競走大会が行われ、鞍

手町からは鞍手北中陸上部ＯＢ（Ａ）チームと（Ｂ）

チームが出場しました。昨年好タイムを出し２位で

ゴールしたもののオープン参加のため無念の記録なし

に終わった前回。「今年こそは優勝を期待しています

よ」と周囲の期待も大。今年は鞍北陸上部ＯＢチーム

が結成され 10 年目の節目、さらには大会出場 10 回

目となる記念の大会。気合とチーム全員でつないだタ

スキはしっかりとゴールを目指し、みごとな快進撃で

４つの区間賞と優勝を手にしました。来年は連覇を期

待しています。

タスキをつないだ39.5km
▶結成 10 年目の節目にみごと優勝

藤
ふ じ な が

永　大
そ ら

くん
平成20 年１月13 日生まれ
そらくん３歳のお誕生日おめ
でとう!! 今では何でもできる
ようになったね!! これからも
元気いっぱいなそらくんでい
てね !!（父　将大さん、母　
朱美さん・中山）

小
お が わ

川寧
ね ね

音ちゃん
平成21 年１月23 日生まれ
２歳のお誕生日おめでとう。
最近、おしゃべりが上達し、
いたずらも上達しびっくりし
ています。元気にすくすく成
長 し て ね。（ 父　 武 士 さ ん、
母　智賀子さん・新延）

梶
か じ わ ら

原健
け ん し ん

心くん
平成20 年１月18 日生まれ
健心お誕生日おめでとう☆
あっという間に３歳になった
ね!! これからも元気にたくま
しく大きく育ってね!!（父　義
広さん、母　幸子さん・新延）

森
も り た

田悠
ゆ う ご

護くん
平成21 年１月17 日生まれ
２歳のお誕生日おめでとう !!
いっぱいおしゃべりできるよ
うになってお話しようね。元
気にすくすく成長することを
願っています。（父　健嗣さん、
母　千鶴さん・室木）

　12 月 11 日、剣北小学校でふれあいもちつき大会が行われ
ました。学年ごとに分かれもちをつきました。今回はじめて
もちつきをする１年生のブースでは一生懸命に杵を持っても
ちをついていました。自分
たちのついたおもちはさっ
そくきなこもちなどにして
試食。児童たちからは「め
ちゃめちゃ、おいしい」と
いう声があがっていまし
た。やはりできたてのおも
ちは格別のようでした。

恒例のもちつき大会
▶地域の人とふれあいました

2011.１−４



　11 月 26 日に西川小学校、29 日に古月小学校、30 日に
剣北小学校の３年生が味噌づくりに挑戦しました。ゆでた
大豆を袋に入れて足で踏みつぶしたら、米こうじを加え手

でしっかりと混ぜ合わせ
ていきます。熟成させて
３か月後に完成。特製味
噌の味はきっと格別で
しょうね。次回は大豆を
使った豆腐と味噌汁作り
にも挑戦する児童たち。
今から楽しみですね。

初めての体験に少し緊張 !?
▶西川・古月・剣北小学校の３年生が味噌作りに挑戦

　12 月４日、歴史民俗資料館でしめ縄づくりがありました。参加
したのは 25 人。このしめ縄づくりは、今年で 15 回目を迎える恒
例の講座です。慣れない作業になかなか思うように行かない様子の
参加者たち。講師の先生が見本をみせると「そりゃあできんばい」、

「見る分にはいいけど…」などの声が出ます。しかし熱心に作業を
続けていくと次第に見事な鶴の形となり、個性あふれる飾りが次々
と完成しました。参加者の香月清子さんは「手と頭で考えること
が別々になってしまって…難しかった」と話してくれました。出
来上がってみれば立派なしめ縄に皆さん大満足の様子でした。あ
とはうらじろやゆずり葉、だいだいなどでお化粧をするだけです。

お正月は手作りのしめ縄で
▶今年も立派なしめ縄が完成

　12 月４日、この日は朝から汗ばむほどの陽気の中、
新延小学校でふれあい感謝祭がありました。ありがと
う集会では、地域の人たちへの感謝の呼びかけや全校
生徒での合唱が行われました。次にもちつき大会が行
われ、児童たちが学童農園で育てたもち米を使ってつ
いたもちは、おろしもちやあんもちに変身。おいしそ
うな笑顔でいっぱいでした。午後からは直方高校の吹
奏楽部の演奏会もあり児童たちは楽しい１日を過ごし
ていました。

ふれあい感謝祭
▶１年間の感謝を込めて

　12 月１日、福岡看護専門学校水
巻校、校長の白川嘉継さんを迎え「男
女共同参画と児童虐待とネグレクト

（育児放棄）」と題し講演会が行われ
ました。参加者たちは人権の大切さを改めて感じた講演会
になったようです。

人権週間の集い
▶育てよう一人ひとりの人権意識

１月生まれ
Happy  birthday  to  you.

お待ちしています
お誕生日の記念に、かわいいお子さんの
写真を広報「すくすく日記」のコーナーで
紹介しませんか。毎月、発行月に誕生日
を迎える満３歳までのちびっ子を募集
しています。２月生まれは、１月12日
（水）までに電話で役場総務課☎４２局
２１１１番へお申し込みください。

すくすく
日記

麻
あ そ う

生月
か ぐ や

姫ちゃん
平成21 年１月９日生まれ

かぐちゃん２歳のお誕生日お
めでとう♪おしゃべりや歌が
うたえるようになり、女の子
らしくなった月姫☆これから
も元気いっぱいかわいい笑顔
をみせてね☆（父　祐二さん、
母　里美さん・弥生）

田
た む ら

村うたちゃん
平成21 年１月６日生まれ

２歳のお誕生日おめでとう★
いつもニコニコ素敵な笑顔♪
みんな幸せな気持ちでいっぱ
いです。５月におねえちゃん
になるね !! お姉ちゃんぶり
が楽しみです。（父　健さん、
母　ゆみさん・古門）

森
も り べ

部　春
は る

くん
平成21 年１月２日生まれ
はる、２歳のお誕生日おめで
とう !! お調子者で、イタズ
ラ大好きな春は、お兄ちゃん
になって、すごくたくましく
なったね。これからも家族を
癒し、強く優しい人になって
ね♡（父　俊幸さん、母　新
さん・新延）

５−2011.１



楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号も忘
れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

短歌 桑原和子さん
（八尋）

母が３年間宮田病院に
入院し、転院の送別会に
黒田節を２番まで朗々と
歌い95歳とは思えない
歌声に皆さんも驚かれま
した。そのときに浮かん
だ私の思いを短歌にして
みました。

ちぎり絵 福本ヒデノさん
（室木）

雪深い飛騨の風景です。鞍手では味
わうことのできない寒さを身にしみて
きました。雪の積もり方に苦心しまし
た。

転
院
の  

別
れ
に
歌
う  

黒
田
武
士

　
　
　

       

九
十
五
歳
の  

母
の
声
澄
む　

2011.１−６

鞍寿の里
（鞍寿の里リハビリテーション通所者）ちぎり絵

満月の夜、七福神を乗せた船が鞍寿の里
に向けて進んでいます。「皆に幸福が訪れま
すように」と願いを込めて、鞍寿の里デイ
ケア利用者で作成しました。

第
20
回
全
九
州
空
手
道
選
手
権
大
会

好
成
績
を
収
め
ま
し
た

●
福
本
博
文
さ
ん
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
新
国
際
空
手
古
武
道
連
盟
理
事
長

幸
町
区
の
も
ち
つ
き
大
会

●
幸
町　

添
田
賢
則

12
月
12
日
、
恒
例
の
も

ち
つ
き
大
会
を
行
い
ま
し

た
。
今
年
は
45
㎏
の
も
ち

米
を
用
意
。
つ
い
た
も
ち

は
お
ろ
し
も
ち
な
ど
に
し

て
参
加
者
に
振
る
舞
っ
た

後
、
お
正
月
用
の
も
ち
と

し
て
区
全
世
帯
へ
配
り
ま

し
た
。
も
ち
つ
き
大
会
の

後
は
、
町
民
体
育
祭
の
副

賞
の
米
の
福
引
大
会
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

11
月
21
日
、
第
20
回
フ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
全
九
州
空
手
道
選
手
権
大
会
が
長
崎

市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
福
本
会
館
空
手
道
場
か
ら
は
、
有
吉
大
く
ん
が
出
場
し

稽
古
の
成
果
を
発
揮
し
、
一
般
重
量
級
で
第
３
位
と
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

有
吉
く
ん
は
中
学
生
か
ら
空
手
を
始
め
た
が
、
お
と
な
し
く
て
素
直
な
少
年
が

空
手
を
通
し
て
立
派
に

な
っ
た
こ
と
を
喜
ん
で
い

ま
す
。ま
た
、20
歳
に
な
っ

た
現
在
も
道
場
の
指
導
者

と
し
て
も
少
年
た
ち
に
空

手
を
教
え
て
い
ま
す
。
本

人
も
「
今
後
の
夢
は
、
全

日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な

る
こ
と
」
と
意
欲
満
々
で

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

白
熱
の
試
合
を

繰
り
広
げ
ま
し
た

●
鞍
手
町
体
育
協
会

11
月
21
日
、
町
立
体
育
館
で
、

第
９
回
鞍
手
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
場
し
た
17
チ
ー
ム
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
連
係
の
取
れ
た
プ
レ
ー
を
披

露
し
、
い
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

（
丸
数
字
は
順
位
。
敬
称
略
）。

●
ミ
ッ
ク
ス
の
部

　

①
弥
生
②
新
延
本
村
③
中
山
本

村
●
フ
リ
ー
の
部

　

①
中
山
本
村
②
城
ヶ
崎
Ａ
③

唐
ヶ
崎
Ｂ

ど
れ
み
の
会

25
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

●
ど
れ
み
の
会

「
ど
れ
み
の
会
」
は
今
年
25
周
年
を
迎
え
ま
す
。
25
周
年

と
い
う
節
目
に
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。
現
在
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
向
け
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

３
月
６
日
（
日
）
午
後
１
時
か
ら
（
開
場
午
後

12
時
30
分
か
ら
）

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
演
目　

春
の
小
川
、
恋
の
メ
ド
レ
ー
（
真
っ
赤
な
太
陽

他
）、
組
曲
福
智
山
讃
歌
よ
り
「
わ
れ
ら
と
共
に
」
な
ど

●
入
場
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

矢
野
百
合
子
☎
４
２
局
６
７
４
９
番
ま

で



すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品は、
ありませんか。「広報ぎゃらりー」
では、紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品について
の100字以内の感想もお願いしま
す。役場総務課☎４２局２１１１
番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

陶芸リフォーム
リフォーム教室に入って４か月ぐらい
です。着物から作務衣に変わりました。
１枚できあが
るたび、２枚
目を楽しみに
頑張ります。

黒素地に山吹色の魚の象嵌。上掛け
の透明釉が溶けきらず、窯の神様の要
望なのか見たこともないすばらしい出
来栄えに心打たれました。天の恵みに
感謝しています。

７−2011.１

衛藤陽子さん
（弥生）

月橋春子さん
（幸町）

Relay Essay

ぼ
く
は
、
小
学
５
年
生
だ
。
な
の
に
な

ぜ
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
参
加
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
か
？
書
く
と
長
く
な
る
が
、
早

い
話
、
訳
の
わ
か
ら
な
い
ぼ
く
に
、
ダ

チ
ョ
ウ
く
ら
ぶ
み
た
い
に
家
族
が
バ
ト

ン
を
ぼ
く
に
渡
し
た
の
だ
。「
ど
う
ぞ
、ど

う
ぞ
。」
っ
て
。

し
か
し
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
最
年
少
記

録
は
、
し
ば
ら
く
ぼ
く
の
も
の
に
な
る
と

思
う
。
ち
ょ
っ
と
う
れ
し
い
。
で
も
、
正

直
「
エ
ッ
セ
ー
」
な
ん
て
わ
か
ら
な
い
。

前
の
人
た
ち
の
文
を
読
ん
で
み
た
。
難
し

い
…
…
。

辞
書
で
調
べ
る
と
『
自
由
な
形
式
で
あ

る
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
を
め
ぐ
っ
て
書
か

れ
た
散
文
」
語
源
は
、「
試
み
」
の
意
で

あ
る
フ
ラ
ン
ス
語
』。
な
ん
か
フ
ラ
ン
ス

か
ら
き
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
作
文
み
た
い
だ
。

ネ
ッ
ト
に
「
エ
ッ
セ
イ
と
は
自
分
し
か

書
け
な
い
こ
と
を
自
由
に
書
き
綴
っ
た

も
の
で
す
。
散
歩
し
な
が
ら
い
つ
も
の
風

景
を
眺
め
て
み
る
と
新
し
い
こ
と
や
自

分
を
発
見
で
き
る
は
ず
で
す
。」
と
説
明

し
て
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
い
つ
も
通
う
剣

北
小
学
校
ま
で
の
道
を
、
ぶ
ら
り
と
歩
い

て
み
た
。
今
は
何
も
な
い
畑
。
最
近
つ
い

た
信
号
機
、
小
さ
い
子
ど
も
が
遊
ん
で
い

る
。
今
年
も
も
う
す
ぐ
終
わ
る
。
野
球
の

こ
と
、
家
族
で
行
っ
た
長
崎
旅
行
の
こ

と
、
友
達
と
遊
ん
だ
こ
と
…
…
。
家
族
や

友
だ
ち
、
周
り
の
人
に
感
謝
。
結
局
、
新

し
い
自
分
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
が
、
い

ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
た
。

ぼ
く
の
エ
ッ
セ
ー
が
載
る
の
は
１
月
。

「
み
な
さ
ん
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。」次

回
は
、
岡
本
共
弘
さ
ん
（
古
門
）
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛
田　

秀
さ
ん
（
弥
生
・
10
歳
）

VOL
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リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

「
書
作 

八や

そ

じ
十
路 

三
人
展
」

●
野
上
光
子
・
荒
井
た
か
・
郡
司
島
千
代

老
い
の
身
の
楽
し
み
と
し
て
、

書
い
て
ま
い
り
ま
し
た
書
作
品
を

見
直
し
て
み
た
く
、
12
月
２
日
か

ら
５
日
ま
で
直
方
市
の
谷
尾
美
術

館
で
「
書

作
八
十
路

三
人
展
」

を
開
催
し

ま
し
た
。

拙つ
た
な

い
作
品

ば
か
り
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
ご
来

場
に
た
だ
た
だ
感
謝
の
み
で
ご

ざ
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
タ

第
４
回
大
会
で
優
勝

●
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
‐
Ｇ
３

11
月
14
日
に
直
方
市
体
育
館
で

行
わ
れ
た
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
０
（
第
４
回
）
に
出
場
し
優

勝
し
ま
し
た
。
福
岡
県
内
32
チ
ー
ム

が
出
場
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
決
勝

戦
で
は
、
昨
年
の
優
勝
チ
ー
ム
に
勝

ち
優
勝
し
ま
し
た
。
大
会
個
人
賞
に

は
、
剣
南
小
学
校
６
年
の
柴
田
亘
く

ん
が
受
賞
。
ト
ロ
フ
ィ
ー
は
も
ち
ろ

ん
、
魁
皇
関
か
ら
の
手
形
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
付
の
色
紙
に
子
ど
も
た
ち
も

喜
ん
で
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
春
の

全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。



　

国
民ほん
大好き

中央公民館図書室☎42局7200番

中央公民館
図書室からの
お知らせですBookINFORMATION

／ 1 月の休館日は、５日（水）です／年始の休館日は１月１日（祝）から１月４日（火）までです
／開館時間は午前９時から午後５時まで／返却期限が過ぎている本は、至急ご返却ください

子どもたちの前にならぶ未来へのドアの
向こう側に広がっているのは…。そのドア
を開くと待ち受けているのは、楽しいこ
と、うれしいこと、悲しいこと、怖いこと、
そんなたくさんのことを子どもたちはど
んどん経験していくのです。重たいドア、
開けたくないドア、いろんなドアを開けて、
そこに広がる楽しみ、喜び、苦しみ、幸
せをみた子どもたちは、どんな人になり、
どんなこたえを見つけていくのか…。

たくさんのドア
作＝アリスン・マギー

99年前、秘めたる大志を抱いたひと
りの男が海を渡った。だが、時代の荒
波は容赦なく襲いかかる。差別と貧困、
吹き荒れる戦乱の嵐…。過酷な運命に
抗いながら、男は懸命に生き抜いた。
愛する人のため、自らの誇りを守るた
めに。そして、現代。99年の時を経て、
男の生きざまが奇跡を起こす…。命が
けの恋、家族の愛、そして日本人の魂
を壮大なスケールで描いた感動巨編。

99 年の愛 JAPANESE　AMERICANS
作＝橋田壽賀子

中でもこの本がオススメです。

●一般の本

／ねむり（作＝村上春樹）／若様組まいる（作＝畠中　
恵）／謎解きはディナーのあとで（作＝東川篤哉）／風
の中の櫻香（作＝内田康夫）／杉下右京の事件簿（作＝
碇　卯人）／誇り（作＝今野　敏・東　直己・堂場瞬一）
／斎藤一人物語（作＝舛岡はなゑ）／エチュード（作＝
今野　敏）／歌舞伎町セブン（作＝誉田哲也）

今月新しく入りました。
●子どもの本

／あかちゃんはおかあさんとこうしておはなししています
（作＝スギヤマカナヨ）／みずたまちゃん（作＝林　木林）
／サーカスのしろいうま（作＝石津ちひろ）／ちいさなつ
きがらす（作＝マーカス・フィスター）／すいすいたこた
こ（作＝とよたかずひこ）／ちょうどいいよ（作＝竹下文子）
／いきているってふしぎだね（作＝よしいけ道）／ひいば
あちゃんのチンチンでんしゃ（作＝さくらいともか）

ゆきんこ
作＝日高正子

し
ん
し
ん
、
し

ん
し
ん
、
雪

が
降
っ
て
い

ま
す
。冬
に
な
る
と
み
っ

ち
ゃ
ん
の
村
は
、
雪
に

埋
も
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

み
っ
ち
ゃ
ん
は
、
雪
靴

を
履
い
て
庭
に
下
り
て

み
ま
し
た
。
そ
こ
に
丸

い
雪
の
か
た
ま
り
を
見

つ
け
ま
す
。
山
茶
花
の

葉
を
２
枚
ず
つ
、
そ
こ

に
挿
し
て
み
ま
し
た
。

「
ゆ
き
う
さ
ぎ
」
で
す
。

で
も
、
赤
い
目
が
あ
り

ま
せ
ん
。
み
っ
ち
ゃ
ん

は
考
え
ま
し
た
。
北
国

の
冬
の
情
景
や
人
物
が

優
し
く
描
か
れ
た
絵
本

で
す
。

雪のひとひら
作＝ポール・ギャリコ

こ
の
小
説
は
、

ひ
と
り
の
女

性
の
誕
生
か

ら
死
に
い
た
る
ま
で

の
女
の
一
生
の
物
語
で

す
。
女
が
女
と
し
て
生

き
て
い
く
う
え
で
味
わ

う
で
あ
ろ
う
喜
び
と
悲

し
み
の
す
べ
て
を
雪
の

ひ
と
ひ
ら
の
姿
で
描
い

て
い
ま
す
。
雪
の
ひ
と

ひ
ら
は
、
あ
る
寒
い
冬

の
日
、
地
上
を
は
る
か

は
な
れ
た
空
の
高
み
で

生
ま
れ
ま
し
た
。
い
っ

た
い
誰
が
何
の
た
め
に

自
分
を
こ
の
世
に
送
り

出
し
た
の
か
と
い
う
疑

問
を
抱
き
つ
つ
、
ま
た
、

そ
の
何
者
か
の
深
い
愛

情
に
や
す
ら
ぎ
を
感
じ

て
い
る
の
で
す
。
そ
の

何
者
か
の
存
在
に
読
者

も
癒
さ
れ
そ
う
で
す
。

の

本
だ
な

春
の
桜
、
夏
の
海
、
秋
の
紅
葉
、
冬
の
雪
…
。

美
し
い
四
季
が
体
感
で
き
る
の
は
日
本
人
の
特
権
。

そ
ん
な
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、

読
み
た
く
な
る
「
旬
」
の
本
が
あ
り
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
「
旬
の
本
だ
な
」。

１
月
は
「
ゆ
き
」
を
テ
ー
マ
に

２
冊
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

紹
介
者
は
伊
髙
浪
子
さ
ん
（
こ
だ
ま
の
会
）
で
す
。

2011.１−８



Health
Dr. 平野の

調子は
いかが？
町立病院☎42局1231番

町立病院スタッフ。
からの健康。

アドバイスです。 ADVICE

？
足
が
し
び
れ
た
り
、
歩
く
と
痛
く
な
り
、
糖
尿
病
を
患
っ
て
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
血
管
が
詰
ま
り
か
け
て
い
る
時
の
症
状
で
、
慢
性
閉
塞
性
動

脈
硬
化
症 （
Ａ
Ｓ
Ｏ
）の
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

平
野　

英
保
（
ひ
ら
の　

ひ
で
や
す
）・
熊
本
大
学
医
学
部
卒
業
、
大
阪
大
学
大
学
院
卒
業
、
米
国
Ｎ
Ｃ
Ｉ
／
Ｎ
Ｉ
Ｈ
分
子
生
物
学
研
究
所
、
産
業
医
科
大
学
、

茜
会 

昭
和
病
院
院
長
、
輝
栄
会 

福
岡
輝
栄
会
病
院
セ
ン
タ
ー
長
を
経
て
、
現
在
さ
く
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
博
多
を
開
設
。
平
成
22
年
８
月
よ
り
毎
週
金
曜
日
鞍

手
町
立
病
院
糖
尿
病
内
科
外
来
勤
務
。
64
歳

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

私
は
糖
尿
病
を
患
っ
て
10
年
に
な
り
ま
す
。
最
近
、
足
が
し
び
れ
た
り
歩
く
と

痛
く
な
り
ま
す
。
ど
こ
が
悪
い
の
で
し
ょ
う
か
（
55
歳
・
女
性
）

【
慢
性
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
】

慢
性
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
（
Ａ

Ｓ
Ｏ
）
は
放
置
し
て
お
く
と
血
管

が
つ
ま
り
足
の
先
ま
で
血
液
が
流

れ
な
く
な
り
新
鮮
な
酸
素
や
栄
養

が
運
ば
れ
な
く
な
り
足
の
組
織
が

壊
死
し
て
し
ま
う
病
気
で
す
。

し
か
し
、
慢
性
閉
塞
性
動
脈
硬

化
症
（
Ａ
Ｓ
Ｏ
）
は
初
期
で
あ
れ

ば
糖
尿
病
内
科
、
血
管
内
科
、
血

管
外
科
で
き
ち
ん
と
し
た
治
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
慢
性

閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
（
Ａ
Ｓ
Ｏ
）

が
進
行
し
て
組
織
が
壊
死
を
起
こ

す
と
そ
こ
か
ら
先
を
切
断
す
る
し

か
治
療
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。

有
名
人
で
は
、「
王
将
」
を
歌
い

一
世
を
風
び
し
た
村
田
英
雄
さ
ん

が
、
右
下
肢
膝
下
切
断
、
そ
の
数

年
後
に
左
下
肢
も
切
断
と
な
っ
た

病
気
で
す
。

【
糖
尿
病
】

糖
尿
病
と
は
糖
が
体
内
で
う
ま

く
利
用
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
状

態
の
こ
と
で
す
。
私
た
ち
が
活
動

す
る
た
め
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必

要
で
す
が
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

糖
を
元
に
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
食
事
か
ら
摂
っ
た
糖

分
は
血
液
中
を
流
れ
イ
ン
ス
リ
ン

の
働
き
に
よ
っ
て
細
胞
内
に
取
り

込
ま
れ
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用

さ
れ
ま
す
。
こ
の
と
き
膵
臓
か
ら

分
泌
さ
れ
る
イ
ン
ス
リ
ン
の
量
が

少
な
か
っ
た
り
分
泌
さ
れ
て
も
遅

れ
て
分
泌
さ
れ
た
り
す
る
と
、
血

液
中
の
糖
分
が
上
手
に
細
胞
内
に

取
り
込
ま
れ
ず
に
血
液
中
に
残
り

高
血
糖
の
状
態
が
長
く
続
い
て
糖

尿
病
に
な
る
の
で
す
。

【
治
療
法
】

糖
尿
病
の
治
療
に
は
、
飲
み
薬

を
用
い
る
内
服
療
法
と
、
イ
ン
ス

リ
ン
を
注
射
す
る
イ
ン
ス
リ
ン
療

法
の
２
通
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

外
部
か
ら
イ
ン
ス
リ
ン
を
与
え

る
こ
と
で
細
胞
内
に
糖
分
を
取
り

込
ま
せ
活
動
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

変
え
る
の
で
す
。

ま
た
、
糖
尿
病
内
科
医
師
に
よ

る
治
療
を
継
続
す
る
こ
と
で
血
糖

改
善
を
行
う
と
、
細
胞
へ
の
糖
毒

性
が
減
り
、
糖
尿
病
性
の
神
経
症
、

網
膜
症
、
腎
症
、
そ
し
て
血
管
壁

の
病
で
あ
る
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
、

腸
間
膜
血
栓
症
、
慢
性
閉
塞
性
動

脈
硬
化
症
（
Ａ
Ｓ
Ｏ
）
も
減
少
さ

せ
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

糖
尿
病
は
健
康
を
密
か
に
蝕
ん

で
行
く
病
気
で
す
。
手
術
の
技
術

が
格
段
に
進
歩
し
た
日
本
で
も
、

下
肢
切
断
に
な
る
と
約
８
パ
ー
セ

ン
ト
の
人
は
退
院
で
き
ず
他
界
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。

疲
れ
る
、だ
る
い
、の
ど
の
渇
き
、

尿
量
が
多
い
は
黄
色
信
号
で
す
。

足
が
冷
た
い
、
し
び
れ
る
、
痛
い

は
赤
信
号
で
す
。

糖
尿
病
内
科
医
師
に
自
分
に

あ
っ
た
治
療
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の

と
り
方
、
栄
養
士
に
糖
尿
病
改
善

食
の
指
導
を
受
け
る
な
ど
、
自
分

に
あ
っ
た
方
法
を
見
出
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
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いきいき
健康

だより
総合福祉センター☎42局8812 番

健康や各種健診
についての
お知らせですHealthINFORMATION

妊娠がわかったら、早めに母子健康手帳の
交付を受けましょう。妊娠中の生活や制度な
どについて保健師が説明します。
● とき　１月５日、12 日、19 日、26 日の午

前 10 時から 11 時 30 分まで①必ず妊婦さん
本人がお越しください②原則、毎週水曜日
の交付ですが、都合がつかない場合は相談に応じます

● ところ　総合福祉センター保健棟　
● 必要なもの　妊娠届出書（ある人のみ）・印かん

母子健康手帳の交付

乳幼児健診・相談
　１月の乳幼児健診は次のとおりです。該当者
には事前に通知をしています。ご確認ください。
● とき　健診の内容によって異なりますので詳

細は通知（案内）書をご確認ください
● ところ　総合福祉センター保健棟
● 内容　身体測定・問診・小児科医診察・育児相談・栄養

相談など
健診内容 期日 対象児

４か月健診 １月 13 日（木） 平成 22 年 08 月 17 日から
平成 22 年 19 月 15 日生まれ

７か月健診
１月 27 日（木）

平成 22 年 05 月 21 日から
平成 22 年 07 月 1 日生まれ

12 か月健診 平成 22 年 1 月 01 日から
平成 22 年 1 月 31 日生まれ

１歳半健診
１月 16 日（木）

平成 21 年 06 月 03 日から
平成 21 年 07 月 06 日生まれ

３歳児健診 平成 19 年 12 月 03 日から
平成 20 年 1 月 06 日生まれ

乳幼児相談
（身体測定・育児・栄養相談）

１月 26 日（水） 平成 22 年 11 月 23 日から
平成 22 年 12 月 27 日生まれ

※乳幼児相談は、どなたでもお気軽にお越しください。（申込不要）

予防接種
■ＢＣＧ予防接種
▷４か月健診のときに一緒に行
　います
▷接種期間　生後６か月未満
▷ところ　総合福祉センター保
　健棟

期　日 時　　間
0 １月 13 日（木） 午後１時 30 分から２時まで

＊＊男性の料理教室＊＊参加者募集
楽しく料理をしてみませんか。簡単料理メニューです。初めての人でも簡単に作れます。

● とき　１月 20 日（木）　午前 10 時から
● ところ　総合福祉センター栄養指導室
● 対象者　町内在住の男性
● 募集人員　30 人
● 参加費　無料
● 必要なもの　エプロン、三角きん
● 申し込み期限　１月 13 日（木）までに電話でお申し込みください。

　保健師からの
　健康ワンポイント

知って得する
　　健康メモ!!

　クリスマス、お正月、忘・新年会といろいろな行
事の後は、「体重が増えてしまった…」という人は
いませんか。体重が増えすぎるといろいろな病気が
引き起こされてくる「メタボ」になってきます。早
いうちからからだに負担をかけずに対処してみませ
んか。その方法は人それぞれです。次のうちから取
り組めそうなものを何か１つやってみてはいかがで
しょうか。
①「記録する」だけ
　毎日体重計に乗って、体重変化の記録をつけてみ
ましょう。
②「食事の内容を少し変える」だけ
　甘いものやお酒を少し控える。飲み物をお茶にか
えるなど、できることからやってみましょう。
③「無理なくからだを動かす」だけ
　ちょっとした買い物のとき、車や自転車などを使
わずに歩いたり、エレベーターやエスカレーターを
使わず階段をのぼるなど、なるべくからだを動かす
ようにしてみましょう。
　自分にあった方法を見つければ必ず体重は減りま
す。今から対処できることの価値・効果はとても大
きなものです。あなた自身の将来を守るため行動を
起こせる「今」をぜひ大切にしてみてください。
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国民年金からの
お知らせです  年金の

そこが知りたい
役場保険年金班 ☎42局2111番

SupportCOMMENT

年
金
の
裁
定
請
求

老
齢
基
礎
年
金
は
、
25
年

の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し

た
人
が
、
65
歳
に
な
る
と
支

給
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
老
齢
基
礎
年
金

な
ど
の
公
的
年
金
は
、
支
給

さ
れ
る
条
件
が
そ
ろ
え
ば
自

動
的
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
人
が
、

必
要
な
書
類
を
提
出
し
て
、

「
裁
定
請
求
」
と
い
う
手
続

き
を
行
い
、
そ
れ
が
認
め
ら

れ
て
、
は
じ
め
て
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
年
金

の
請
求
を
行
え
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
年
金
を
受
け
取
れ

な
い
と
誤
解
さ
れ
、
年
金
の

請
求
も
れ
が
生
じ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
加
入
期
間
が
25
年
未
満
の
人

年
金
の
加
入
期
間
は
、
保

険
料
を
納
め
た
期
間
と
免
除

期
間
の
合
計
で
す
。
こ
の
加

入
期
間
が
25
年
未
満
で
も
、

「
カ
ラ
期
間
」
と
合
わ
せ
て

25
年
以
上
あ
れ
ば
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
資
格
期
間
を
満

た
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。   

そ
の
ほ
か
、
生
ま
れ
た
年

な
ど
に
よ
り
25
年
未
満
で
も

年
金
を
受
け
取
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
カ
ラ
期
間
と
は

年
金
の
額
に
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
が
、
25
年
の
受
給
資

格
期
間
に
は
含
ま
れ
る
期
間

の
こ
と
で
す
。

主
な
カ
ラ
期
間
は
、
国
民

年
金
に
任
意
加
入
で
き
た
人

が
加
入
し
な
か
っ
た
期
間
な

ど
、
次
の
３
つ
の
期
間
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

①
会
社
員
（
厚
生
年
金
等

の
加
入
者
）
の
配
偶
者
で

あ
っ
た
期
間
の
う
ち
昭
和

61
年
３
月
ま
で
の
間
で
国

民
年
金
に
任
意
加
入
し
て

い
な
か
っ
た
期
間

②
日
本
国
籍
を
有
し
、
海

外
に
在
住
し
て
い
た
期
間

（
任
意
加
入
で
き
な
か
っ

た
昭
和
61
年
３
月
以
前
の

期
間
を
含
め
ま
す
）

③
学
生
で
あ
っ
た
期
間
の
う

ち
平
成
３
年
３
月
ま
で
の

間
で
国
民
年
金
に
任
意
加

入
し
て
い
な
か
っ
た
期
間

●
年
金
の
受
給
開
始
を
66
歳

以
降
に
繰
り
下
げ
て
い
る
人

65
歳
時
に
年
金
の
受
け
取

り
開
始
時
期
の
繰
り
下
げ
を

希
望
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
の

後
請
求
手
続
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
年
金
は
受
け
取
れ
ま
せ

ん
。
請
求
が
70
歳
を
過
ぎ
る

と
不
利
益
が
生
じ
る
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
の

あ
る
65
歳
以
上
の
人

厚
生
年
金
の
加
入
期
間
が

あ
り
、
年
金
を
受
け
取
る
資

格
を
満
た
し
て
い
る
人
は
、

65
歳
か
ら
「
老
齢
厚
生
年
金
」

と
「
老
齢
基
礎
年
金
」
の
２

種
類
の
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ど
ち
ら
か

一
方
だ
け
を
受
け
取
っ
て
い

る
人
は
受
け
取
っ
て
い
な
い

年
金
に
つ
い
て
も
請
求
を
し

て
く
だ
さ
い
。

●
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年

金
が
受
け
取
れ
る
人

厚
生
年
金
の
加
入
期
間
が

１
年
以
上
あ
る
な
ど
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
人
に
支
払

わ
れ
る
「
特
別
支
給
の
老
齢

厚
生
年
金
」
に
つ
い
て
は
65

歳
に
な
る
前
に
請
求
し
て
も

年
金
額
が
減
ら
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
速
や
か
に

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

●
60
歳
以
上
で
会
社
に
お
勤

め
の
人

60
歳
以
上
で
会
社
に
勤
め

て
い
る
間
の
老
齢
厚
生
年
金

は
、
給
与
の
額
な
ど
に
応
じ

て
支
払
額
の
調
整
が
行
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
全

額
停
止
と
な
る
場
合
を
除

き
、
年
金
の
全
部
ま
た
は
一

部
を
受
け
取
れ
ま
す
。
在
職

中
の
人
も
、
受
給
資
格
を

満
た
し
て
い
る
場
合
は
、
年

金
の
請
求
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
退
職
し
て
か
ら
年
金
の

請
求
手
続
を
行
う
と
、
在
職

中
に
支
給
さ
れ
た
は
ず
の
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。こ

れ
ら
の
事
例
に
心
当

た
り
の
あ
る
場
合
は
年
金
ダ

イ
ヤ
ル
（
０
５
７
０
）
０
５

局
１
１
６
５
番
（
Ｉ
Ｐ
電

話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
（
０
３
）

６
７
０
０
局
１
１
６
５
番
）

ま
た
は
年
金
事
務
所
ま
で
お

早
め
に
相
談
く
だ
さ
い
。

年
金
の
請
求
を

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
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今
月
の
納
税
（
１
月
）

●
町
県
民
税
︱
第
４
期
分

●
国
民
健
康
保
険
税
︱
第
８

期
分

納
期
限
は
１
月
25
日（
火
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き
百

円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

土
地
・
家
屋
の

変
更
届
け
出
は
忘
れ
ず
に

土
地
・
家
屋
の
所
有
者
で
、

平
成
22
年
１
月
か
ら
12
月
ま

で
の
間
に
次
の
よ
う
な
変
更

が
あ
っ
た
人
は
、
忘
れ
ず
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
▽
土

地
を
目
的
外
の
も
の
と
し
て

使
用
し
て
い
る
人
▽
家
屋
の

増
築
・
解
体
な
ど
に
よ
り
床

面
積
な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た

人
▽
登
記
さ
れ
て
い
な
い
家

屋
の
所
有
権
を
移
転
（
売
買
・

贈
与
・
相
続
）
し
た
人

●
届
け
出
期
限　

１
月
31
日

（
月
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

確
定
申
告
は
お
早
め
に

２
月
16
日
か
ら
開
始

確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。
所
得
税
な

ど
の
確
定
申
告
期
間
は
次
の

と
お
り
で
す
。

●
申
告
期
間　

▽
所
得
税
＝

２
月
16
日
（
水
）
か
ら
３

月
15
日
（
火
）
ま
で
（
還

付
申
告
は
申
告
期
間
の
前

か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
）

▽
贈
与
税
＝
２
月
１
日

（
火
）
か
ら
３
月
15
日
（
火
）

ま
で
▽
個
人
事
業
者
の
消

費
税
・
地
方
消
費
税
＝
１

月
か
ら
３
月
31
日
（
木
）

ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

直
方
税
務

署
☎
２
２
局
０
８
８
０
番

ま
で

西
村
弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談

西
村
浩
二
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
受
付
は
７
人
ま
で
で
す
。

●
と
き　

１
月
11
日
（
火
）

▽
受
付
（
順
番
の
抽
選
）

＝
午
後
０
時
45
分
か
ら
▽

相
談
＝
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

一
人
で
悩
む
前
に


心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務
局
の
職
員
、
婦

人
相
談
員
兼
母
子
自
立
支
援

員
、
行
政
相
談
委
員
の
皆
さ

ん
が
、
あ
な
た
の
悩
み
に
お

こ
た
え
し
ま
す
。

●
と
き　

１
月
25
日
（
火
）

▽
受
付
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

今
月
の
補
聴
器
相
談
日

１
月
の
補
聴
器
相
談
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
福
祉
人
権
課
で
の
相

談　

▽
と
き
＝
１
月
７
日

（
金
）
午
後
１
時
か
ら
２
時

ま
で
（
九
州
補
聴
器
セ
ン

タ
ー
）
▽
と
き
＝
１
月
13

日
（
木
）
午
前
11
時
か
ら

正
午
ま
で
（
九
州
リ
オ
ン
）

　

▽
と
き
＝
１
月
20
日
（
木
）

午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で

（
あ
さ
ひ
補
聴
器
）
▽
と
き

＝
１
月
26
日
（
水
）
午
後

１
時
か
ら
２
時
ま
で
（
小

倉
補
聴
器
）　

役
場
福
祉
人
権
課
の
相
談

で
は
、
受
付
順
の
番
号
札
を

配
布
し
ま
す
。

●
町
立
病
院
で
の
相
談　

▽

と
き
＝
１
月
６
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝

１
月
15
日
（
土
）
午
前
９

時
か
ら
正
午
ま
で
（
池
田

補
聴
器
）
▽
と
き
＝
１
月

25
日
（
火
）
午
後
２
時
か

ら
５
時
ま
で
（
九
州
補
聴

器
セ
ン
タ
ー
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま

た
は
町
立
病
院
ま
で

自
衛
隊
予
備
自
衛
官
補
の

採
用
試
験
を
行
い
ま
す

自
衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所

で
は
、
次
の
と
お
り
平
成
23

年
度
の
自
衛
隊
予
備
自
衛
官

補
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
対
象　

▽
一
般
＝
18
歳
以
上

34
歳
未
満
の
人
▽
技
能
＝

18
歳
以
上
で
、
保
有
す
る
技

能
に
応
じ
て
53
歳
か
ら
55

歳
未
満
の
人
（
技
能
は
衛

生
・
語
学
・
情
報
処
理
・
整

備
・
電
気
・
建
築
・
通
信
等
）

●
受
付
期
間　

▽
第
１
回=

１
月
11
日
（
火
）
か
ら
４
月

６
日
（
水
）
ま
で

●
試
験
日 　

４
月
15
日
（
金
）

か
ら
18
日
（
月
）
ま
で
の

い
ず
れ
か
一
日

●
試
験
会
場　

▽
一
般
＝
小

税
金

相
談

●鞍手町役場…42 局 2111 番
　　　（FAX…42 局 5693 番）

●中央公民館…42 局 7200 番
●長谷別館…42 局 4659 番

●教育課…42 局 7200 番
●歴史民俗資料館…42 局 3200 番

●くらじの郷…42 局 8811 番
●社会福祉協議会…42 局 7800 番

●中央浄水場…42 局 0417 番
●町立病院…42 局 1231 番
●鞍寿の里…42 局 1233 番

●鞍手駅…42 局 0980 番
●火災の発生状況…32 局 3211 番

☎ 問い合わせ先 ☎

く
ら
しの
情

報
Calendar
2011 １

試
験

日 月 火 水 木 金 土
１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 2930 31
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くらしの情報

倉
駐
屯
地
（
北
九
州
市
）

▽
技
能
＝
健
軍
駐
屯
地（
熊

本
市
）

●
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
飯

塚
地
域
事
務
所
☎
（
０
９

４
８
）
２
２
局
４
８
４
７

番
ま
で

ポ
イ
ン
ト
方
式
県
営
住
宅

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
で

は
、
次
の
と
お
り
県
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
対
象
住
宅
や
募
集
戸
数

な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
案
内
書
の
配
布
場
所

公
社
直
方
出
張
所
（
福
岡
県

直
方
総
合
庁
舎
一
階
・
直
方

市
日
吉
町
９
番
10
号
）、
役

場
建
設
課
な
ど

●
申
込
期
間　

１
月
11
日（
火
）

か
ら
19
日
（
水
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
住
宅

供
給
公
社
県
営
住
宅
管
理

部
☎
（
０
９
２
）
７
８
１

局
８
０
２
９
番
ま
で

お
風
呂
は
お
休
み
で
す

く
ら
じ
の
郷
の
休
館
日

く
ら
じ
の
郷
の
福
祉
棟（
お

風
呂
）
と
勤
労
者
ふ
れ
あ
い

棟
（
体
育
館
）
の
１
月
の
休

館
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
休
館
日　

３
日
（
月
）、
10

日
（
月
）、
16
日
（
日
）、

17
日
（
月
）、
24
日
（
月
）、

31
日
（
月
）
で
す
。
年
始

の
お
休
み
は
福
祉
棟
は
１

日
（
祝
）
か
ら
４
日
（
火
）

ま
で
、
ふ
れ
あ
い
棟
は
１

日
（
祝
）
か
ら
３
日
（
月
）

ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

責
任
技
術
者
と

指
定
工
事
店
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

町
で
は
、
平
成
22
年
度
下

水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
と
指
定
工
事
店
の
申
請

を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま

す
。
指
定
工
事
店
の
申
請
が

で
き
る
の
は
、
町
に
登
録
し

て
い
る
責
任
技
術
者
を
雇
用

し
て
い
る
工
事
店
だ
け
で
す
。

●
責
任
技
術
者　

▽
期
間
＝

２
月
１
日
（
火
）
か
ら
14

日
（
月
）
ま
で
▽
と
こ
ろ

＝
役
場
上
下
水
道
課
下
水

道
班
▽
登
録
手
数
料
＝

二
千
円
（
更
新
手
数
料
＝

一
千
円
）
▽
必
要
な
も
の

＝
申
請
書
（
２
月
１
日
か

ら
上
下
水
道
課
下
水
道
班

で
配
付
）、
住
民
票
、
写
真
、

平
成
22
年
度
責
任
技
術
者

試
験
合
格
証
の
写
し
な
ど

●
指
定
工
事
店　

▽
期
間
＝

３
月
１
日
（
火
）
か
ら
14

日
（
月
）
ま
で
▽
と
こ
ろ

＝
役
場
上
下
水
道
課
下
水

道
班
▽
登
録
手
数
料
＝

一
万
円
（
更
新
手
数
料
＝

五
千
円
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
上
下

水
道
課
下
水
道
班
ま
で

75
歳
に
な
る
前
に

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
で
き
ま
す

一
定
の
障
害
が
あ
る
65
歳

以
上
74
歳
以
下
の
人
は
、
申

請
す
る
と
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
に
な
る
か
な
ら
な
い
か

に
よ
り
、
加
入
す
る
医
療
保

険
、
保
険
料
、
一
部
負
担
割

合
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

募
集

町立３保育所と
私立２保育所の
入所受付が
始まります

１月11日
　　　から

　　　　平成 23 年度の３つの町立保
　　　　育所と２つの私立保育所の入所
　　　　受付を次のとおり行います。
● とき　１月 11 日（火）から１月 31 日
（月）まで。

● ところ　役場福祉人権課児童人権班
または各保育所

　時間は午前８時 30 分から午後５時 15
分まで

● 入所条件　①保護者や同居の親族が
仕事をしている家庭の児童②母親が
出産や病気、看病、介護などのため、
日中に保育ができない家庭の児童

● 対象者　▷町立保育所＝生後６か月
から小学校入学前までの児童　▷私
立保育所＝生後８週から小学校入学
前までの児童

● 保育料　保護者が負担する税額に
よって異なります

● 問い合わせ　申込書は役場福祉人権
課児童人権班や各保育所に準備して
います。詳しいことは役場福祉人権
課児童人権班までお尋ねください

町では、臨時職員やパートタイム職員などを
採用する場合、あらかじめ登録している人の中
から採用する登録制度を導入しています。登録
の方法や募集職種などは次のとおりです。なお、
登録しても必ず採用されるとは限りません。ご
了承ください。
● 登録方法　登録申請書は、役場、中央公民館、

町立病院、介護老人保健施設（鞍寿の里）、
くらじの郷に置いてあります。また、町のホー
ムページからもダウンロードできます

● 有効期限　登録の日から１年間
● 募集職種　▷一般雇用（免許・資格が不要な

職種）＝一般事務（パソコンが使える人）▷
一般雇用（免許・資格が必要な職種）＝保育
士、看護師、介護職員、その他の医療・福祉
の資格が必要な職種

● 勤務条件　賃金や勤務時間などの労働条件
は、職種によって異なります。町のホームペー
ジをご覧になるか、役場総務課人事班までお
問い合わせください

● 問い合わせ　役場総務課人事班まで

随時、登録を受け付けています

お
知

ら
せ

　 町では、緊急雇用対策として次のとおり臨時
職員の登録を受け付けています。

● 登録資格　鞍手町在住で、①事業主の都合
で解雇された人②雇い止めにより離職した
人③事業主の都合により失業が決まってい
る人

● 雇用期間　２月１日から７月 31 日まで
● 募集概要　①電算システム移行事務＝２人

②介護予防事業参加促進事務＝１人
● 勤務条件　▷日額＝ 6,260 円　▷勤務日数＝

週５日
● 受付期限　１月 14 日（金）まで
● 問い合わせ　応募方法など詳しいことは、

役場企画財政課地域振興班まで

募 集緊急雇用
緊急雇用創出事業の臨時職員を募集します

登録してみませんか
臨時職員等
登録制度

13−2011.１



後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
で
、
世
帯

員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

場
合
、
入
院
し
た
と
き
の
窓

口
負
担
額
や
食
事
代
の
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
証
明
書
を
発

行
し
ま
す
。
こ
の
証
明
書
は
、

申
請
し
た
月
の
１
日
か
ら
し

か
使
え
ま
せ
ん
の
で
、
入
院

が
決
ま
っ
た
と
き
は
前
も
っ

て
手
続
き
を
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
、
印
か
ん
、
過
去
１

年
間
に
90
日
を
超
え
る
入

院
が
あ
っ
た
人
は
入
院
期

間
が
確
認
で
き
る
書
類（
領

収
証
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
で
、
70
歳
未
満
の

人
は
限
度
額
適
用
認
定
証
を
、

74
歳
以
下
で
住
民
税
が
非
課

税
と
な
っ
て
い
る
世
帯
の
人

は
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
を
医
療
機
関

の
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
で
、

そ
の
医
療
機
関
で
の
医
療
費

の
窓
口
負
担
が
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
で
済
み
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
後
で
高
額
療
養

費
の
払
い
戻
し
申
請
を
す
る

必
要
は
な
く
な
り
ま
す
。
こ

の
認
定
証
は
、
次
の
と
お
り

事
前
に
申
請
す
る
こ
と
で
交

付
さ
れ
ま
す
。
申
請
し
た
月

の
１
日
か
ら
有
効
と
な
り
ま

す
の
で
、も
し
入
院
が
決
ま
っ

た
場
合
は
、
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
認
定

証
は
国
民
健
康
保
険
税
の
納

め
忘
れ
が
あ
る
場
合
に
は
交

付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
保
険

税
は
必
ず
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

国

民
健
康
保
険
証
・
印
か
ん
・

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
過
去
１
年
間
に
90
日

を
超
え
る
入
院
が
あ
っ
た

人
は
、
入
院
期
間
が
確
認

で
き
る
書
類
（
領
収
証
な

ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
へ
加
入

14
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

に
加
入
し
て
い
る
世
帯
の
全

員
、
ま
た
は
そ
の
一
部
の
人

に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
、
14

日
以
内
に
役
場
保
険
健
康
課

保
険
年
金
班
へ
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
を
忘
れ

た
り
、
遅
れ
た
り
す
る
と
後

で
医
療
費
を
返
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
保
の
高
齢
受
給
者
証
を

交
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
70
歳
を
迎
え
た
人
（
昭
和

16
年
１
月
２
日
か
ら
２
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
に

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給

者
証
を
次
の
と
お
り
交
付
し

ま
す
。

●
交
付
す
る
日　

１
月
31
日

（
月
）
午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康

課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

国

民
健
康
保
険
証
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

くらしの情報

　

休日
在宅医

診療時間は、午前９時から午
後５時までです。休日在宅医
は、変更になることもありま
すので、事前に電話
でご確認ください。

朗読サークルの皆さんが、いろ
りのそばで昔話や絵本の読み聞か
せをしてくれます。親子で聞きに
来てみませんか。
● とき　１月８日（土）午前 10 時

から
● ところ　歴史民俗資料館
● 問い合わせ　歴史民俗資料館まで

い
ろ
り
ば
た

お
話
の
会

楽
し
い

お
話
い
っ
ぱ
い

聞
け
る
よ

休日の夜間の体調不良は
急患センターへ

● 問い合わせ　直鞍急患センター
☎２８局２８４０番まで

のおがた警察署だより

町内の
交通事故
発生状況

【11 月中】

● とき　１月 12 日（水）
午前 10 時から午後４
時まで（受付は午後３
時まで）

● ところ　ハピネスなかま（中間市
通谷）

● 問い合わせ　福岡県交通事故相談所
　☎（０９２）６４３局３１６８番まで

【累　計】
件 数 13 件（＋17） 件 数 287 件（＋16）

死 者 20人（±10） 死 者 220人（－11）

傷 者 17 人（＋11） 傷 者 126 人（＋21）

巡回
交通事故

相談

お住まいの地区の犯罪発生状況は、
県警のホームページに校区別の詳しい
犯罪発生状況などがご覧になれます。

福岡県警察 検索
直方警察署の最新情報はこちらから

http://www.police.pref.fukuoka.jp/
直方警察署　☎２２局０１１０番まで

直方警察署管内での犯罪発生状況

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

第２、第４日曜
午前９時から午後６時まで 小児科

【11 月中】 【累　計】
刑法犯総数 137 件（＋12） 刑法犯総数 1443 件（－319）

車上ねらい 010 件（＋ 1） 車上ねらい 122 件（－144）

自転車盗難 013 件（－ 2） 自転車盗難 147 件（－ 16）

空き巣 009 件（－05） 空き巣 116 件（－ 32）

● 1 月 3日（月） 町立病院（城ヶ崎）
　　　　　　　　　  ☎４２局１２３１番

● 1 月 16日（日） 原病院（新北）
　　　　　　　　　  ☎４３局２０３０番

● 1 月 23日（日） 木原病院（山ヶ崎）
　　　　　　　　　  ☎４２局５００５番

110 番  あわてず  あせらず  はっきりと

知っとうね  相談事は  ＃９１１０

◉緊急対応を要する際は、躊躇するこ
　となく「110 番」通報を

◉急を要さない相談や
　要望などは相談専用
　電話「＃９１１０」
　までご連絡を

１月10日は

「110番」の日
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確
定
申
告
の
前
に

高
額
療
養
費
の

申
請
を
忘
れ
ず
に

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
人
で
、
平
成
22
年

の
医
療
費
の
内
、
高
額
療
養

費
に
該
当
さ
れ
る
人
は
、
確

定
申
告
の
前
に
必
ず
申
請
を

し
ま
し
ょ
う
。
詳
し
い
こ
と

は
保
険
年
金
班
ま
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

介
護
保
険
証
を

交
付
し
ま
す

２
月
に
65
歳
を
迎
え
る
人

（
昭
和
21
年
２
月
２
日
か
ら
３

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

に
介
護
保
険
証
を
次
の
と
お

り
交
付
し
ま
す
。
将
来
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
や
介

護
認
定
の
申
請
の
と
き
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
交
付
す
る
日　

１
月
26
日

（
水
）
か
ら
28
日
（
金
）
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

役
場
福
祉
人
権

課
福
祉
高
齢
者
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

交

付
案
内
の
通
知
は
が
き
、

印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま

で
障
害
者
手
帳
が
な
く
て
も

税
の
障
害
者
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
な
い
場
合
で
も
、

申
請
に
よ
り
、
障
害
者
に
準

ず
る
人
と
し
て
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
の
交
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
住

民
税
や
所
得
税
が
課
税
さ
れ

て
い
る
人
が
こ
の
認
定
書
を

持
っ
て
い
れ
ば
、
障
害
者
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
な
ど
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上

の
人
で
、
介
護
保
険
の
要

介
護
認
定
が
、
要
介
護
１

か
ら
要
介
護
５
ま
で
の
人

●
申
請　

本
人
ま
た
は
家
族

が
、
役
場
福
祉
人
権
課
福

祉
高
齢
者
班
で
申
請
（
介

護
保
険
被
保
険
者
証
と
印

か
ん
が
必
要
で
す
）

●
認
定
書
交
付
の
基
準　

▽

障
害
者
控
除
＝
身
体
障
害

者
の
障
害
等
級
表
（
３
級

か
ら
６
級
）
ま
た
は
知
的

障
害
者
の
障
害
の
程
度（
重

度
以
外
）
と
同
程
度
の
障

害
が
あ
る
こ
と
▽
特
別
障

害
者
控
除
＝
身
体
障
害
者

の
障
害
等
級
表
（
１
級
・

２
級
）
ま
た
は
知
的
障
害

者
の
障
害
の
程
度
（
重
度
）

と
同
程
度
の
障
害
が
あ
る

こ
と

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま

で

献
血
に
ご
協
力
を

一
般
献
血
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

２
月
２
日
（
水
）

時
間
は
午
前
９
時
30
分
か

ら
正
午
ま
で
、
午
後
１
時

か
ら
３
時
30
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

鞍
手
町
役
場
福

祉
人
権
課
横
入
口

●
対
象
者　

18
歳
か
ら
69
歳

ま
で
の
人
（
65
歳
以
上
の

人
は
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま

で
に
献
血
経
験
の
あ
る
人
、

ま
た
、
男
女
と
も
体
重
が

50
㎏
以
上
の
人
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班

農
家
の
皆
さ
ん

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
を
お
忘
れ
な
く

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
へ

の
登
載
申
請
は
、
農
業
委
員

選
挙
を
正
し
く
公
平
に
行
う

た
め
の
大
切
な
申
請
で
す
。

申
請
書
は
12
月
中
に
配
布
し

て
い
ま
す
。

●
提
出
先　

各
地
区
農
業
実

行
組
合
長
ま
た
は
農
業
委

員
会
（
役
場
内
）

●
提
出
期
限　

１
月
７
日

（
金
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
選
挙

管
理
委
員
会
（
役
場
税
務
住

民
課
住
民
班
）
ま
た
は
農
業

委
員
会
事
務
局
ま
で

平
成
23
年
度
成
人
式

平
成
23
年
度
鞍
手
町
成
人

式
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
と
き　

１
月
９
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
（
受
付
９

時
30
分
か
ら
）

●
と
こ
ろ　

鞍
手
町
中
央
公

民
館

●
対
象
者　

平
成
２
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
３
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
社

会
教
育
班

次
の
方
々
か
ら
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
か
っ
こ

内
は
故
人
。
故
人
敬
称
略
）。

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ【
香
典

返
し
】

▽
阿
髙
久
子
様
＝
木
月（
昭
彦
）

▽
石
井
通
稔
様
＝
中
山
南
区

（
ハ
ル
ヱ
）

▽	

日
高
加
代
子
様
＝
八
尋
（
泰

典
）

●
町
立
病
院
へ【
香
典
返
し
】

▽	

首
藤
錦
子
様
＝
大
池
（
種

夫
）

▽
石
井
通
稔
様
＝
中
山
南
区

（
ハ
ル
ヱ
）

▽
阿
部
ノ
リ
ヱ
様
＝
立
林
（
政

幸
）

▽
高
橋
房
子
様
＝
上
新
橋

（
進
）

愛の
贈

り
も
の

くらしの情報

寒
さ
が
大
敵

凍
ら
な
い
よ
う
に

十
分
な
対
策
を

いよいよ 1 年で最も寒い時季
がやって来ます。寒いときは水
道管が凍結して破裂することがあ
ります。むき出しになった水道管
には保温チューブを巻いたり、寝
る前に糸が引く程度で水を流した
ままにすると凍結の予防になりま
す。もし水道管が凍って水が出な
くなった場合はぬるま湯をかけて
溶かしてください。熱湯をかける
と、かえって破裂する恐れがあり
ます。
● 問い合わせ　役場上下水道課

上水道班まで

水道管の破裂に
ご注意を

15−2011.１



クリスマスや忘年会、お正月に新年会。何かと
イベントの多い時季はおなかの調子を崩しがち
です。
①腹八分目に（夕食は寝る２～３時間前に済ませましょう）

②脂肪に注意（脂っこい食事は消化に時間がかかります）

③よく噛もう（味わって食事をすると胃腸が活性化され、消
　　　　　　　　　　化液の分泌も増え、消化能力が高まります）

広報くらて 印刷●社会福祉法人  福岡コロニー

● 町の人口・11 月の人の動き

平成 23 年１月号  No.613

・人口　17,699 人
・男性　 8,403 人
・女性　 9,296 人
・世帯数  7,583 世帯

（平成22 年11 月30 日現在）

・出生  12 人
・死亡  23 人
・転入  51 人
・転出  138 人

■鞍手町役場
　〒807－1392  福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705番地
　電話（0949）42 局 2111番／ファックス（0949）42 局 5693番

■鞍手町ホームページアドレス
　パソコンから　http://www.town.kurate.fukuoka.jp
　携帯電話から　http://www.town.kurate.fukuoka.jp/i/

FUKUOKA

KURATE  TOWN

編集●広報くらて編集委員会
発行●鞍手町

福岡管区気象台からのお知らせ
□１月のカレンダー
日 曜日 行事内容

1 祝 元旦

2 日

3 月

4 火

5 水

6 木 １歳半、３歳児健診（福祉センター）
補聴器相談（町立病院：14時～17時）

7 金 補聴器相談（役場：13時～14時）

８ 土 いろりばたお話の会（歴史民俗資料館：10時～）

９ 日 鞍手町成人式（中央公民館：受付９時30分～）

10 祝 成人の日

11 火 無料法律相談（くらじの郷：12Ｐ参照）

12 水

13 木 ４か月健診・ＢＣＧ予防接種（福祉センター）
補聴器相談（役場：11時～12時）

14 金

15 土 補聴器相談（町立病院：９時～12時）

16 日

17 月

18 火

19 水

20 木 補聴器相談（役場：13時～14時）

21 金

22 土

23 日

24 月

25 火
町県民税（４期分）国民健康保険税（８期分）納付期限
心配ごと相談（くらじの郷：12Ｐ参照）
補聴器相談（町立病院：14時～17時）

26 水
補聴器相談（役場：13時～14時）
乳幼児相談（福祉センター）
介護保険証交付　26日～28日
　　　　　　（役場：８時30分～17時 15分　15P参照）

27 木 ７か月、12か月健診（福祉センター）

28 金

29 土

30 日

31 月 国保高齢受給者証交付（役場：９時～　14P参照）

　

　【れんこんの豚肉巻きソテー】１人当たりの栄養価　274kcal

　■材料（６人分）
　豚ももスライス（480g）、れんこん（500g）、えのき茸（100g）、
　サラダ油（大さじ２）、酒（大さじ２）、レタス（60g）、トマ
　ト（240g）、くし形レモン（１個）
　たれ…しょうゆ（大さじ２）、酒（大
　　　　さじ６）、砂糖（大さじ３）、
　　　　おろししょうが（20g）
■作り方
　①れんこんは皮をむき、５㎜厚さの半月切りにする。酢水に

さらし、キッチンペーパーで水気をとる。えのきは石づき
を除き、５㎝の長さに切る。

　②豚肉を広げて、れんこんとえのき茸を端にのせて巻く。
　③フライパンを熱して、油をひき、②の巻き終わりの面を下

にして焼く。上下を返し、両面に焼色がついたら酒を加え、
ふたをして弱火で３～４分蒸し焼きにする。

　④フライパンの余分な油をキッチンペーパーでふいてから、
強火にして、たれを入れてからめる。

　⑤器に盛り、レタス、トマト、くし型レモンを添える。

【しいたけとしめじの白和え】１人当たりの栄養価　162kcal

　■材料（６人分）
　生しいたけ（300g）、しめじ（300g）、
　木綿豆腐（1 丁）、練り白ごま（大さじ
　３）、砂糖（大さじ３）、味噌（大さじ２）、
　みりん（大さじ２）、しょうゆ（大さじ１）
■作り方
　①しいたけは３㎜厚さの薄切りにし、しめじは食べやすくほ

ぐす。みりんとしょうゆをからめてしばらく置き、しんな
りとなったら鍋に入れて、いりつけるように火を通して取
り出し、冷ます。

　②キッチンペーパーを数枚重ねて広げ、その上に豆腐をのせ
て押しつぶし、さらに上からもキッチンペーパーで押さえ
ながら水気をきる。

　③ボウルに木綿豆腐と練り白ごまを入れて、泡だて器でよく
混ぜ、なめらかになったら砂糖、味噌を加え、さらに①の
材料を加えてよく混ぜあわせる。

元気が出る

献立 食進会おススメのメニューです

※次回定例会は１月11日（火）午前10時からです。

テーマ
「年末年始の食べ方、過ごし方!!」

◆◆  一口メモ  ◆◆胃腸を守る鍵はリズムとバランス




